
紹
　
介

R
・
エ
ン
ゲ
ル
ジ
ン
グ
薯
…

（
中
川
勇
治
訳
）

『
文
盲
と
読
書
の
社
会
史
』

　
本
書
は
菊
。
劇
団
⇔
σ
q
巴
。
。
冒
σ
q
留
昏
§
會
ぎ
富
§
㌣

“
画
ミ
騨
§
本
望
ミ
ミ
ミ
　
睡
ミ
的
g
鴛
蒔
題
鼻
爵
ミ
恥

§
偽
卜
魯
§
動
§
b
馬
ミ
題
ミ
§
ミ
畿
§
恥
曝
§
隠
零

匙
ミ
ミ
§
ミ
§
臨
畠
壁
四
馬
N
畑
ミ
Q
題
下
寓
罫
ミ
燃
の
全

訳
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
圏
を
中
心
と
し
て
、
文
盲

の
存
在
と
読
書
の
営
み
の
実
態
を
「
読
書
の
量
」

の
分
析
を
通
し
て
究
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
序
説
で
、
文
盲
の
問
題
に
関
す
る
従
来
の
研
究

動
向
を
、
近
代
世
界
あ
る
い
は
産
業
化
の
過
程
の

解
明
の
み
が
中
心
課
題
と
さ
れ
た
と
批
判
す
る
。

こ
の
「
近
視
眼
的
考
察
方
法
」
を
乗
り
越
え
る
べ

く
著
者
は
「
特
定
の
問
題
の
解
明
を
め
ざ
す
社
会

学
」
に
、
「
実
践
駒
文
化
研
究
を
重
視
す
る
書
誌

学
」
を
結
合
す
る
こ
と
で
、
問
題
の
範
囲
を
対
象

の
広
が
り
に
則
し
て
拡
大
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の

枠
組
に
於
い
て
、
1
3
世
紀
初
頭
か
ら
始
ま
る
記
述

の
中
で
、
文
盲
率
は
必
ず
し
も
連
続
的
に
低
下
し

た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
文
盲
率

低
下
の
規
定
要
因
と
原
動
力
が
歴
史
の
変
遷
の
中

に
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
以
下
、
1
8
章
か
ら
な
る
本
論
の
概
略
を
追
っ
て

み
る
。
ま
ず
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
は
中
世
盛

期
か
ら
1
5
世
紀
中
葉
の
活
版
印
刷
発
明
ま
で
の
読

書
の
性
格
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
読
書
能
力
の
普

及
過
程
が
跡
づ
け
ら
れ
る
。

　
第
六
章
か
ら
第
十
章
ま
で
は
宗
教
改
革
期
か
ら

フ
ラ
ン
ス
革
命
前
夜
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。
宗
教

改
革
は
印
刷
部
数
の
増
大
と
読
考
層
の
飛
躍
的
拡

大
を
伴
っ
た
が
、
特
に
ル
タ
ー
の
著
作
は
十
六
世

紀
最
大
の
成
功
を
収
め
政
治
的
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

洪
水
を
惹
起
し
た
（
第
六
章
）
。
こ
う
し
て
読
書

意
欲
を
刺
激
し
た
宗
教
上
の
多
元
論
が
、
領
聖
教

会
制
に
基
づ
く
国
家
宗
教
化
の
中
で
不
寛
容
な
教

義
に
変
質
し
た
こ
と
、
加
え
て
ラ
テ
ン
語
学
校
等

を
通
じ
て
行
な
わ
れ
た
ド
イ
ツ
語
の
排
斥
活
動
が
、

一
時
的
に
減
少
し
た
文
斎
を
再
び
広
げ
た
。
著
者

は
ド
イ
ツ
の
近
代
化
を
英
・
仏
・
露
の
そ
れ
と
比

較
し
、
い
ち
早
く
文
墨
率
が
近
代
化
の
水
準
に
ま

で
低
下
し
た
十
六
世
紀
の
ド
イ
ツ
で
、
近
代
化
に

先
立
つ
中
央
集
権
化
が
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、

そ
の
後
の
政
治
的
発
展
の
規
定
要
因
と
み
な
す

（
第
七
章
）
。
　
ド
イ
ツ
の
文
盲
率
減
少
の
停
滞
は

三
十
年
戦
争
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
、
十
八
世
紀
中

葉
ま
で
続
い
た
が
、
十
七
世
紀
の
政
治
的
激
動
は
、

定
期
刊
行
物
の
普
及
、
そ
し
て
供
給
面
で
は
ラ
テ

ン
語
文
書
か
ら
ド
イ
ツ
語
文
書
へ
の
移
行
を
も
た

ら
し
た
（
第
八
章
）
。
十
七
世
紀
中
葉
以
降
、
　
一

般
就
学
義
務
が
各
領
邦
で
導
入
さ
れ
る
が
、
極
め

て
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
読
書
人
口
の

成
長
を
も
た
ら
す
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
背
景

と
し
て
、
経
済
発
展
の
遅
れ
と
、
固
定
化
し
た
身

分
秩
序
の
下
で
の
教
育
観
、
読
書
観
が
挙
げ
ら
れ

る
（
第
九
章
）
。
十
八
世
紀
中
葉
以
降
の
人
口
増

加
と
連
動
し
て
、
書
籍
生
産
の
上
昇
が
始
ま
っ
た

（
第
十
章
）
。

　
第
十
一
章
か
ら
第
十
四
章
ま
で
は
、
フ
ラ
ン
ス

革
命
期
か
ら
三
月
革
命
期
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。

十
八
世
紀
中
葉
以
降
の
読
書
熱
は
、
啓
蒙
主
義
の

影
響
を
受
け
た
種
々
の
読
書
組
織
の
出
現
を
促
し
、

新
聞
は
中
流
階
級
に
購
読
者
を
求
め
る
こ
と
で
発

展
し
た
。
し
か
し
政
治
上
お
よ
び
教
育
上
の
権
威

主
義
が
こ
の
読
書
熱
を
一
定
の
地
域
と
社
会
題
に

限
定
し
て
い
た
　
（
第
十
一
章
）
。
三
月
前
期
に
至

る
ま
で
の
不
徹
底
な
学
校
行
政
と
低
い
就
学
率
の

分
析
か
ら
、
依
然
と
し
て
、
読
書
能
力
は
家
庭
教

育
か
独
学
の
成
果
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る

（
第
十
二
章
）
。
次
い
で
、
啓
蒙
主
義
の
恩
恵
を

受
け
な
か
っ
た
職
人
や
農
民
が
概
か
れ
た
教
育
水
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介紹

準
が
検
討
さ
れ
る
（
第
十
三
章
）
。
　
フ
ラ
ン
ス
革

命
の
進
展
と
歩
を
共
に
し
た
読
書
普
及
の
時
期
は
、

十
九
世
紀
に
入
る
と
革
命
精
神
の
創
造
性
澗
渇
に

よ
る
読
書
意
欲
の
減
退
期
に
移
行
し
た
。
読
書
熱

が
再
び
興
隆
す
る
の
は
、
交
通
網
拡
大
、
工
業
化
、

都
市
化
な
ど
に
よ
る
社
会
的
刺
激
の
増
大
と
共
に

国
民
意
識
・
民
主
主
義
が
高
揚
す
る
三
十
年
代
以

降
で
あ
っ
た
。
大
衆
読
者
を
対
象
と
し
た
「
絵
入

り
雑
誌
」
が
登
場
し
、
三
月
革
命
期
に
お
け
る
新

聞
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
寛
伝
ビ
ラ
の
氾
濫
を
準
備

し
た
（
第
十
四
章
）
。

　
第
十
五
章
か
ら
第
十
八
章
ま
で
は
産
業
化
蒔
代

を
扱
っ
て
い
る
。
十
九
世
紀
に
お
け
る
文
盲
状
況

の
推
移
を
婚
姻
登
録
簿
、
新
兵
兵
籍
編
入
簿
の
分

析
か
ら
明
ら
か
に
す
る
（
第
十
五
章
）
。
経
済
の

近
代
化
と
連
動
し
た
急
速
な
文
盲
率
の
低
下
に
は
、

小
学
校
制
度
の
強
化
・
拡
充
と
と
も
に
自
由
主
義

者
が
指
導
し
た
労
働
者
教
育
協
会
等
の
協
会
活
動

も
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。
十
九
世
紀
後
半
こ
れ

を
受
け
継
い
だ
社
会
民
主
主
義
運
動
に
は
、
労
働

者
の
烈
し
い
教
育
渇
望
と
読
書
意
欲
が
内
在
し
て

い
た
　
（
第
十
六
章
）
。
五
十
年
代
の
政
治
的
反
動

期
に
一
時
低
下
し
た
書
籍
生
産
は
、
ド
イ
ツ
帝
国

成
立
以
降
、
不
断
の
成
長
を
遂
げ
、
世
紀
末
ま
で

に
は
五
～
二
十
五
万
部
規
模
で
流
布
す
る
通
俗
読

物
も
登
場
し
た
　
（
第
十
七
章
）
。
十
九
世
紀
末
以

来
設
立
が
進
ん
だ
庶
民
図
書
館
、
労
働
組
合
文
庫
、

社
会
民
主
党
文
庫
等
の
利
用
状
況
か
ら
、
産
業
化

時
代
の
庶
民
の
読
書
傾
向
が
検
討
さ
れ
、
政
治
の

大
衆
化
と
読
書
の
普
及
が
合
致
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
。
第
一
次
大
戦
ま
で
に
文
盲
は
、
ほ
ぼ

消
滅
し
、
こ
の
戦
争
は
「
文
盲
と
読
書
」
が
問
題

と
な
る
時
代
に
幕
を
閉
じ
た
。
情
報
・
娯
楽
・
通

信
の
条
件
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
が
加
わ
る

新
た
な
歴
史
的
時
代
が
始
ま
っ
た
（
第
十
八
章
）
。

　
以
上
、
論
旨
だ
け
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
伝
統

あ
る
書
誌
学
b
玉
器
げ
墨
壷
Φ
塁
。
げ
ρ
津
や
新
聞
学

N
①
津
粥
占
σ
Q
の
ぞ
貯
。
。
Φ
房
。
財
出
戸
勺
昌
げ
嵩
臥
ω
試
園
の
成
果

を
体
系
的
に
採
用
し
て
い
る
本
書
は
、
類
書
の
邦

訳
が
少
な
い
だ
け
に
こ
う
し
た
分
野
の
入
門
書
と

し
て
も
有
用
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
各
時
代
を
「
教
育
－
書
籍
生
産
－
読

書
」
の
枠
組
で
分
析
す
る
本
書
の
体
系
的
な
構
成

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
く
ら
か
気
に
な
る
点
も
存

在
す
る
よ
う
に
思
え
る
。
ま
ず
分
析
方
法
の
統
一

性
と
い
う
点
で
は
、
技
術
面
で
十
五
世
紀
の
活
版

印
捌
の
開
始
の
意
義
を
強
調
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

三
月
前
期
の
蒸
気
力
シ
リ
ン
ダ
ー
印
刷
機
の
登
場

を
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
は
、
体
系

を
損
う
。

ま
た
本
書
の
枠
組
に
お
い
て
は
、
読
み
書
き
能
力

は
読
書
の
普
及
の
規
定
要
因
と
な
る
の
で
あ
ろ
う

が
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
の
規
定
力
を
持
つ
の
か
は

必
ず
し
も
十
分
に
は
わ
か
ら
な
い
。
（
た
と
え
ば
、

R
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
『
長
い
革
命
』
に
お
い
て

大
衆
新
聞
の
成
長
を
論
じ
る
際
に
、
読
み
書
き
能

力
を
規
定
要
因
と
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。
）

　
近
年
の
「
社
会
史
ブ
ー
ム
」
の
中
で
既
に
、
民

衆
の
識
字
率
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
管
見
す
る
限

り
で
も
、
R
・
ホ
ガ
ー
ト
『
読
み
書
き
能
力
の
効

用
』
、
R
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
『
長
い
革
命
』
、
C
・

チ
ポ
ラ
『
読
み
書
き
の
社
会
史
』
、
L
・
ス
ト
ー
ン

『
エ
リ
ー
ト
の
攻
防
』
℃
罫
ア
リ
エ
ス
『
〈
子
供
〉

の
誕
生
』
等
、
参
照
で
き
る
研
究
書
が
邦
訳
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
系
・
フ
ラ
ン
ス
系

の
「
社
会
史
」
に
加
え
て
、
い
か
に
も
ド
イ
ツ
的

な
「
社
会
史
」
と
し
て
本
書
が
訳
出
さ
れ
た
意
義

は
、
決
し
て
小
さ
く
な
い
。
た
だ
原
著
で
四
十
二

ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
注
釈
が
全
部
省
略
さ
れ
て
い
る
の

は
、
後
記
に
謡
う
「
処
女
地
の
発
見
を
実
証
し
な

が
ら
、
そ
の
土
地
に
人
々
が
移
住
し
て
耕
作
す
る

の
を
期
待
す
る
」
意
図
か
ら
し
て
、
い
さ
さ
か
惜

し
ま
れ
よ
う
。

　
　
　
　
（
四
六
判
　
二
六
六
頁
　
一
九
八
五
年
三
月

　
　
　
　
思
索
往
・
二
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
卓
己
　
京
都
大
学
大
学
院
）
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